
合掌

　四季を通じて素晴らし

いですが、7月の始め頃

の早朝、
はす

蓮の花が咲く頃

がおすすめです。まさに

地上天国です。日常生活

の苦しみや悩みを癒して

くれます。心のよりどこ

ろとして、後世に国の重

要文化財を伝えたいで

す。天下統一を成し遂

げ、
たいへい

泰平の世の礎を築い

た徳川家康公を敬うとと

もに、先祖への
ほうおんかんしゃ

報恩感謝

の
ご く よ う

御供養を通して、一人

でも多くの人々のお役に

立てますように祈らずに

はおれません。

いしずえ

1
Nominated

こ
う
ほ候 補



　源義経と
じょうるりひめ

浄瑠璃姫の伝

説をご存知ですか？　岡

崎公園ファンなら、はず

せない名所の一つがコ

コ！ほんの数十mの短い

坂道ですが、とても不思

議な気分を味わえます。

北は国道1号の
けんそう

喧騒、南

は光あふれる公園のグラ

ウンド。両側を石垣に囲

まれた空間の中で木漏れ

日を浴びていると、時間

や空間の隔たりを超越す

ることも可能です。私は

ここを浄瑠璃姫の坂と呼

んでいます。広い岡崎公

園の中に皆さんのお気に

入りの奥深い魅力ある場

所がもっと増えますよう

に…。

みなもとのよしつね
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いさぎよ

　桜が咲くと「春だな

あ」と感じる。ソメイヨ

シノは一斉に咲き誇り、

一斉に散り果てる。華や

かであり、潔い。岡崎公

園の桜は「（日本）さく

ら名所100選」にも選ば

れて、誰もが美しいと感

じるだろう。私にとって

は生まれてからいつも近

くにある公園で、入学、

卒業、結婚…と人生の節

目の春にも、いつもと同

じ様にお花見に出かけた

公園だ。私の娘達も毎年

屋台のりんごあめを楽し

みにしていた。沢山の笑

顔の人が集い、楽しい会

話が弾む。春は毎年やっ

てくる。
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　新緑の
は

映えるよく晴れた季節、多くの人々でにぎわった桜まつりも

終わり、これから今年もやってくる岡崎最大イベント、花火大会の前

のこのおだやかな時期、乙川の輝く水面の先には岡崎城、その手前に

は今日も多くの人々が行きかう殿橋。昭和初期より90年間、この地

岡崎にかかわる多くの人々の心に刻まれ続けている。お疲れさま！そ

してこれからもよろしく！時代は変わっても昔も今もずっと現役！私

たちの心に刻まれる風景だ。
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　旅に出るとそこには、日本の朝市があります。古から
めんめん

綿々と続いて

いる日本の原風景、私は、朝早く起きて出かけます。飛び交う方言、

その土地特有の野菜や果物、漬け物、土産物等、特に相対している店

主との会話が楽しみです。こうした原風景を私は、地元に今ある二七

の朝市をず～っと残しておきたいのです。今年60周年を迎えた二七

の朝市は、戦後岡崎の商店街の歴史でもあり、今はお爺ちゃん、お婆

ちゃんの生活、心の糧でもあります。
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　小学校低学年の頃、岡崎市内を3度転居しました。2度目の転居の
場所が六供の配水塔（当時は、浄水場と言っていました）の近くでし
た。昭和23年（1948）頃だと思います。当時は、周りには何もな
く、見上げると青空に巨大な石づくりの塔がいつも僕を見ていまし
た。浄水場は、中に貯水場があり、周りは白砂に覆われた砂場が広
がっていました。石づくりの塔には、

つた

蔦が一面にまとわりつき、夏は
青々と、秋は紅葉し、雄大な円形の塔の姿があります。日本中探して
もこんな配水塔はないと思います。
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　2001年1月、21世紀の幕開けを記念して、市民がボ

ランティアで植え育てた岡崎の新しい花の名所です。

竜美丘会館裏の乙川堤防に遥か彼方まで続く桜並木

は、一年を通して楽しめる市民の
いこい

憩の場所となりま

した。秋にも
にぎ

賑わいをと2009年から桜の下に植えた
ひがんばな

彼岸花、百万本の花で埋め尽くされた光景は乙川の流

れと共に圧巻です。市民が力を合わせて創った美しい

ふる里。誰もが自然に笑顔になれる景観を、いついつ

までも大切に守り育てて行って欲しい。

13
Nominated

こ
う
ほ候 補



　主人の実家に帰省した時、城下を散策の途中、目の前に拡がる美し

い景色に思わず涙ぐんだことがあった。殿橋下流
すごうがわ

菅生川の静かな流れ

に夕陽が輝く、その先を赤い電車が鉄橋を渡って行った。それから

40年の歳を経て、岡崎市民となりその記憶を残しておきたいと思い

同じ場所に来ている。肉眼で見る川面の光と夕映えの見事なハーモ

ニーは、長い歳月を経てもまったく変わらない情景で感動を与えてく

れた。
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　毎年2月の
げんとう

厳冬の
み か わ じ

三河路に春を呼ぶ鬼祭りは有名ですが、幼い頃慣

れ親しんだ滝山寺は小学校入学、即転校と
そ か い

疎開という時期も重なり小

学校の帰りに道草をしてよく遊んだ、なんとも言えない想い出として

残っております。誰にも故郷がある様にわたしの脳裏に焼き付いてお

ります。四季を問わず
せいじゃく

静寂な佇まいは、いつ訪れても幼い頃に帰り

ます。現在では常磐中学校の生徒さん達でボランティアにより滝山寺

境内、石段は掃き清められて昔のままの雄姿を見せております。
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たきさん じ

滝山寺は、「滝山寺縁起」によると
えんのおづぬ

役小角の
そうそう

草創といい
ほあん

保安年中

（1120～22）に
ひえいざん

比叡山の
そう

僧・
ぶっせんえいぐ

仏泉永救が再興した天台宗の寺院であ

る。本堂は県下最古の木造建築です。天下泰平、
ごこくほうじょう

五穀豊穣を祈願し勇

壮なたい松の
ら ん ぶ

乱舞で天下の奇祭として有名です。旧暦正月七日に近い

土曜日に行われる。県の無形文化財に指定され多くの参観者でにぎわ

います。また正面左側には肉付きの面で有名な「鬼塚」があり右側に

は
たきさんとうしょうぐう

滝山東照宮が
まつ

祀られております。
みらいえいごう

未来永劫残したい宝物です。
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　今でも魅力
あふ

溢れるショップが数多く元気に営業している街。街中には

1700年代から代々続くお店もあり、歴史あるお店と若きチャレンジャー

が経営するお店が混在しております。また、さまざまなイベントも開催

されており、人が集まる魅力溢れる場所でもあります。お店を巡る楽し

さ、人が集う楽しさ、喜び溢れる街、康生町。魅力ある中心市街地で

す。
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　桜の咲く春が一番です。明治中期までの伊賀川

は現在の早川と並んで南に流れ、二つの川で板屋

町周辺は洪水の
じょうしゅうち

常襲地だったのです。洪水対策と

農地の拡大を目指し、明治末期から大正にかけト

ロッコで運んだ土砂を伊賀川右岸に運び込んで堤

防が造られ、今の伊賀川の
りゅうろ

流路に付け替えられま

した。その名残が現在の伊賀川右岸の斜路群で

す。土木工事用の大きな車も無かった時代の壮大

な工事を知り
しの

偲ぶことができます。
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かぶとやま

甲山は5世紀の円墳（前方後円墳古墳）で、私達の幼い頃は格好の

遊び場でした。繁華街から
わず

僅か数百メートルの場所に親水公園の乙川

や伊賀川、さらに緑の空間がある里山まである自然豊かな地域、それ

が岡崎なのです。この高台からは旧岡崎
じょうかく

城郭 内に発展してきたまち

並みが見渡せ、現在は高層建築が建って城は見えませんが、たゆみな

く発展してきたまち並みの歴史に想いを馳せることのできる素敵な、

ビスタライン同様に残したい景観です。
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　春のメインイベントの家康行列を、この高所か

ら観るのも素敵です。さらにここから撮られた

数々の写真から、康生交差点周辺の生立ち

（
へんぼう

変貌）を知ることができます。高層建築の少な

かった戦前なら、岡崎城が交差点の向こうに見え

たことでしょうねっ！
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おおやけ

　岡崎城とその
からぼり

空堀の

木々を背景に、
こけ

苔むした

風情を四季折々に
かも

醸し出

しています。大きな自然

石に刻まれた『公園』の

二文字の碑は、我が国の
れいめいき

黎明期の公園だったこと

を訴えているのです。明

治6年“公の園”と言う

言葉すら無い時代、
ぬ か た

額田

県から愛知県となって役

目を終えた県庁舎（岡崎

城）は取り壊され、額田

県知事だった
ほんだただなお

本多忠直が

自身の所有地を公園とす

るように記した書面も残

り、江戸のふるさと岡崎

の宝物であるのは確かで

す。
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　夕暮れ時、路地をかけ

まわって遊ぶ子供達。6

時のお寺の鐘がなると家

に帰る時間。いつまでも

遊びたい子供達を近所の

人が帰る様に促す。古い

家が密接して人々が暮ら

す
けいだい

境内。外を歩く人の会

話、隣の家のラジオの音

さえ聞こえる。時に迷惑

をかけ合い、そして助け

合い近い距離で人々が暮

らしを営んできた。そん

な境内に暮らす人々の日

常から生まれる
そ ぼ く

素朴な景

色をこの先も残していき

たい。
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たきみばし

瀧見橋の上に立つと上流と下流の風景が異なるのが知れる。上流は

運河の
おもむき

趣を
てい

呈し、下流は自然豊かな
いこ

憩いの風景が広がっている。そ

れはここが岡崎城の
そとぼり

外堀と旧岡崎町長の浅井氏が私有地を提供して
くっさく

掘削した
じんぞうがわ

人造川が連結した場所だからである。この歴史の事実を地元

でも語られることはない。浅井氏の
じせき

事跡を
けんしょう

顕彰 し、後世に伝えるた

めにも、この地を岡崎百景に推薦し、最近とみに増えた伊賀川河川敷

の遊歩人を核として有名にしたいと願っている。
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　夏、汗だくで店に飛び
込む。それがあまざけ
屋。幼い日、たまの贅沢
で松本町の銭湯に行くの
が楽しみだった。母の懐
具合で帰りにはかき氷。
その食感が忘れられず、
今でも夏になると娘と通
う。昭和のままの店内に
でんと座ったかき氷機。
この刃で削ったかき氷の
柔らかさ、軽さは絶品。
食べると幼馴染や若かっ
た両親、懐かしい顔が氷
の向こうに見える。戦前
からの店と夢のようなか
き氷250円。いつか娘も
子供に話してくれるだろ
うか。
　光るふわふわかき氷。
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すごうがわ

菅生川から上がったところの、開けたスペースとしてお勧めです。

天気の良い日には、青空と甲山をバックに、いい構図になる。公園

は、四季を問わず、人が集まり過ごすところ。思い思いに時を過ごす

様子は、周囲をマンション群に囲まれ、歩行者が減った街中で、貴重

な場面を提供している。時代とともに造りは変わっても、公園の様子

に変わりはない。生活スタイルは変われど、籠田公園は、いつも街の

中心にある落ち着く景観です。
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　六供町には細道がある。細道があると
えいかく

鋭角がある。この
とが

尖り具合は

六供のROCKなのである。戦中に焼けてしまった岡崎において、この

細道を後世に残すことは、江戸時代より町民が営んでいた歴史の証明

なのである。
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　大正池を思い起こされる立ち枯れの木々が生えている小呂池。小呂

池付近は豊かな自然に恵まれ、岡崎野鳥の会が主催してみえる東公園

探鳥会のゴールにもなっております。池の中の立ち枯れの木々・周り

の自然を楽しみながら、カワセミやアオゲラ、アカゲラ、ノスリと

いった
もうきんるい

猛禽類やトラツグミ、ルリビタキ等々、1年を通じて沢山の野

鳥にも出会うことの出来る環境を、次世代にも残して行きたいものだ

と思います。
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